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「
中
山
間
地
で
は
農
業
は

生
活
そ
の
も
の
。
農
業
が
元

気
を
な
く
せ
ば
地
域
も
元
気

が
な
く
な
る
。
生
産
額
の
大

小
だ
け
で
は
、
価
値
は
計
れ

な
い
」。
農
業
を
産
業
と
だ

け
と
ら
え
、
効
率
や
競
争
力

の
向
上
を
最
優
先
す
る
こ
と

に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

　

安
芸
高
田
市
の
農
家
の
家

に
育
っ
た
。
記
憶
に
あ
る
の

は
、
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
参
加

し
た
田
植
え
や
刈
り
取
り
、

地
域
の
祭
り
。
農
業
と
暮
ら

し
が
密
接
だ
っ
た
原
体
験
が

あ
る
。
念
頭
に
あ
る
の
は「
地

域
振
興
」
だ
。

　

広
島
県
内
の
農
業
は
、
機

械
化
や
合
理
化
が
進
ん
で
兼

業
が
し
や
す
い
米
作
が
中

心
。
だ
が
山
間
部
も
多
く
、

土
地
の
集
約
に
は
限
界
が
あ

る
。
優
秀
な
農
家
は
あ
っ
て

も
、
点
在
す
る
に
と
ど
ま
り

競
争
力
あ
る
産
業
と
し
て
は

広
が
ら
な
い
状
況
だ
。

　

一
番
の
課
題
は
若
い
後
継

者
の
育
成
。
就
労
の
機
会
に

さ
ほ
ど
事
欠
か
な
い
広
島
で

は
、
あ
え
て
農
業
を
選
ぶ
若

者
は
多
く
な
い
。
新
規
就
農

の
支
援
に
力
を
入
れ
、
野
菜

な
ど
収
益
性
の
高
い
園
芸
農

業
の
指
導
を
強
化
す
る
。「
地

域
の
農
業
が
将
来
も
持
続
で

き
る
よ
う
に
、
会
社
勤
め
程

度
の
所
得
の
農
家
を
何
軒
つ

く
れ
る
か
が
大
事
」

　

希
望
は
あ
る
。
発
足
に
携

わ
っ
た
若
い
農
業
者
の
会

「
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
ひ
ろ
ほ
く

農
考
会
」
は
、
48
人
が
参
加

し
活
動
を
広
げ
て
い
る
。「
成

長
が
楽
し
み
で
楽
し
み
で
仕

方
な
い
」。
ま
だ
小
さ
な
動

き
だ
が
、
手
応
え
を
感
じ
始

め
て
い
る
。

（
木
村
和
規
＝
２
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

香か

　
が
わ川  

洋よ
う

　
の

　
す
け

之
助
さ
ん（
71
歳
）

広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会（
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
）会
長

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
安
芸
高
田
市
生
ま
れ
。
桃
山
学
院
大
学
経
済
学

部
を
卒
業
後
、
１
９
６
９
年
に
広
島
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
に
入
会
。
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
広
島
県
本
部
の
本
部

長
や
広
島
北
部
農
業
協
同
組
合
の
組
合
長
を
務
め
、
２
０
１
４
年

６
月
か
ら
現
職
。

　
広
島
の
農
業
は
、
日
本
の
農
業
の
縮
図

と
言
わ
れ
る
。
変
化
に
富
む
地
形
で
多

様
な
作
物
が
育
つ
一
方
、
平
地
が
少
な

い
。
農
業
人
口
の
平
均
年
齢
は
70・４
歳

（
２
０
１
０
年
）
で
全
国
１
位
だ
。「
日
本

の
課
題
を
10
年
先
取
り
し
て
い
る
。
放
置

し
た
ら
数
年
で
崩
壊
し
か
ね
な
い
」。
危
機

感
を
胸
に
旗
を
振
り
続
け
る
。

「もう一回、県内をあげて農業の再生をしたい」と話すＪＡ広島中央会の香川洋之助会長＝広島市安佐南区の「とれたて元気市」

Vol.22

広島市中区大手町４丁目7-3
1955年 4月
71人
農業や地域振興の企画指導、農協経営指導など

〈本　　部〉
〈設　　立〉
〈職 員 数〉
〈事業内容〉
〈県内の農協組合員数〉42万 2309人

《組織概要》

農
業
は
生
活
そ
の
も
の

若
い
後
継
者
の
輪
を
広
げ

地
域
の
暮
ら
し
を
元
気
に
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―
―
中
央
会
で
は
今
年

度
、
営
農
を
支
援
す
る
組

織
の
設
置
な
ど
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
ね
。

　

農
業
振
興
に
向
け
て
、

グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
さ

せ
た
い
。
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
県
本
部
（
Ｊ

Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
）
や
県

果
実
農
業
協
同
組
合
連
合

会
（
Ｊ
Ａ
広
島
果
実
連
）

も
含
め
て
、
横
の
連
携
を

し
っ
か
り
と
っ
て
い
く
。

　

広
島
は
通
勤
兼
業
が
可

能
で
、
農
家
の
所
得
は
あ

る
程
度
維
持
が
で
き
る
。

だ
が
そ
の
分
、
土
地
の
集

約
な
ど
効
率
化
が
進
ま
な

い
実
情
が
あ
っ
た
。
県
内

で
も
農
業
生
産
法
人
が
あ

る
が
、
集
落
の
土
地
を
守

る
の
が
主
目
的
で
、
産
業

と
し
て
自
立
で
き
る
経
営

体
に
は
な
か
な
か
な
ら
な

い
。
地
域
の
農
業
が
持
続

で
き
る
よ
う
に
展
開
す
る

い
。
産
直
市
場
に
は
少
量

か
ら
出
品
で
き
る
の
で
、

定
年
退
職
者
や
女
性
ら
小

規
模
農
業
を
営
む
人
た
ち

で
も
売
り
上
げ
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
初
に
カ
キ
を
三
つ

持
っ
て
き
て
売
れ
る
か
ど

う
か
見
て
い
た
お
ば
あ
さ

ん
が
、
今
で
は
売
り
上
げ

１
０
０
万
円
と
い
う
話
も

あ
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
の

延
長
で
も
い
い
。
多
様
な

農
家
が
農
業
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
裾
野
を
広

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

―
―
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　

広
島
の
農
業
基
盤
は
脆

弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
で
す
。

自
立
で
き
る
よ
う
競
争
力

を
育
む
の
が
難
し
い
環
境

に
あ
る
。
農
家
も
努
力
は

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
以
上
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ

て
米
の
価
格
が
下
が
っ
た

り
、
生
産
が
抑
制
さ
れ
た

り
す
れ
ば
、
地
域
農
業
は

壊
滅
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

―
―
好
き
な
本
を
一
つ

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の
「
坂

の
上
の
雲
」。
ど
こ
ま
で
史

実
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、

よ
う
調
べ
て
る
な
と
思
う
。

歴
史
物
が
好
き
で
す
ね
。

時
代
の
背
景
や
人
間
の
営

み
が
面
白
い
。
本
は
集
め

る
の
も
好
き
で
、
文
学
全

集
な
ど
け
っ
こ
う
衝
動
買

い
し
て
い
ま
す
。

た
な
い
と
こ
ろ
が
出
て
く

る
。
将
来
的
に
は
集
結
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
十
分
な
議
論
が

必
要
で
す
が
、
私
は
そ
の

方
向
で
検
討
を
進
め
た
い
。

広
島
の
農
業
が
直
面
す
る

課
題
を
乗
り
越
え
る
に
は
、

統
合
で
経
営
基
盤
を
強
化

し
、
人
材
や
投
資
の
財
源

を
有
効
に
使
え
る
よ
う
に

す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

―
―
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し

ま
が
２
０
０
１
年
に
開
業

し
た
産
直
市
場
「
と
れ
た

て
元
気
市
」（
広
島
市
安
佐

南
区
）
も
農
業
振
興
の
仕

掛
け
の
一
つ
で
す
か
？

　

利
用
者
も
増
え
、
最
初

の
半
年
で
約
５
４
０
０
万

円
だ
っ
た
売
り
上
げ
は
、

昨
年
度
約
９
億
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。
広
島
は
大
き

な
消
費
地
で
す
か
ら
、
作

れ
ば
売
れ
な
い
こ
と
は
な

た
め
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

―
―
ど
の
よ
う
な
方
向
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　

広
島
の
特
徴
と
し
て
、

高
冷
地
か
ら
温
暖
な
瀬
戸

内
ま
で
抱
え
て
お
り
多
様

な
農
業
が
で
き
る
。
だ
が

兼
業
し
や
す
い
米
に
特
化

し
過
ぎ
て
い
て
、
良
い
面

が
生
か
せ
て
い
な
い
。
県

内
の
卸
売
市
場
で
扱
う
野

菜
の
県
内
産
シ
ェ
ア
は

10
％
に
満
た
な
い
状
況
で

す
。
米
以
外
の
農
業
、
特

に
野
菜
な
ど
の
園
芸
作
物

を
き
ち
ん
と
で
き
る
体
制

を
つ
く
っ
て
い
け
ば
、
展

望
が
開
け
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

―
―
県
内
で
13
あ
る
農

協
を
一
つ
に
統
合
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
的
に
も
組
合
員
の

高
齢
化
と
い
う
意
味
で
も
、

４
～
５
年
た
つ
と
成
り
立

広
島
の
良
さ
生
か
し
農
業
再
興
へ

県内の農畜産物や加工品を販売する産直市場「とれたて元気市」＝広島市安佐南区
農業の裾野を広げたいと話す香川洋之助会長（右）
＝JA 広島北部提供

農業の若い担い手らでつくる「JA 広島北部ひ
ろほく農考会」のメンバーと香川洋之助会長
＝ JA 広島北部提供

JAグループ広島が重点品目として取り組むトマ
トの圃場＝庄原市高野町、JA 広島中央会提供
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金
光
味
噌
は
１
８
７
２

（
明
治
５
）
年
の
創
業
。
金

光
康
一
社
長
（
43
）
は
５

代
目
に
な
る
。
昭
和
の
中

頃
ま
で
は
、
中
国
地
方

で
も
指
折
り
の
生
産
量
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
日
本
に
洋
食
文

化
が
入
っ
て
味
噌
の
消
費

が
激
減
。
主
な
流
通
経
路

も
、
味
噌
問
屋
を
経
由
し

て
小
売
店
か
ら
消
費
者
に

届
く
流
れ
か
ら
、
コ
ス
ト

競
争
の
激
し
い
ス
ー
パ
ー

で
の
販
売
へ
と
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

　

１
９
７
０
年
代
に
は
問

屋
や
味
噌
メ
ー
カ
ー
が
減

少
。
金
光
味
噌
に
も
商
社

傘
下
に
入
る
話
が
持
ち
込

ま
れ
た
。
し
か
し
、
当
時

の
社
長
で
金
光
社
長
の
父
、

邦
彦
氏
（
72
）
＝
現
会
長

　
４
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
府
中
の
味
噌
（
み
そ
）

作
り
。
し
か
し
、
食
生
活

と
流
通
の
変
化
に
よ
り
、

昭
和
中
期
に
10
社
ほ
ど

あ
っ
た
メ
ー
カ
ー
が
、
現

在
は
３
社
に
。
そ
れ
ぞ
れ

に
特
色
を
打
ち
出
し
、
老

舗
の
看
板
を
守
っ
て
い
る
。

海
外
戦
略
に
活
路
を
見
い

だ
す
金
光
味
噌
（
府
中
市

府
中
町
）
を
訪
ね
た
。

＝
は
「
大
量
生
産
や
ス
ー

パ
ー
へ
の
卸
し
を
や
め
る
。

少
量
で
も
求
め
ら
れ
る
製

品
を
つ
く
る
」
と
、
看
板

を
守
る
決
断
を
し
た
。

　

金
光
社
長
は
「
物
心
つ

い
た
こ
ろ
か
ら
、
家
に
い

つ
も
外
国
人
が
い
た
」
と

い
う
。
邦
彦
氏
は
、
身
一

つ
で
各
国
を
回
る
バ
ッ
ク

パ
ッ
カ
ー
た
ち
を
滞
在
さ

せ
て
い
た
。70
年
代
は
ヒ
ッ

ピ
ー
文
化
が
花
盛
り
。
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
た
ち
も
化
学

合
成
の
添
加
物
を
含
む
大

量
生
産
の
食
品
を
嫌
い
、

自
然
食
品
へ
の
関
心
が
高

か
っ
た
。

　

米
国
で
は
肥
満
が
社
会

問
題
と
な
り
、
伝
統
的
な

日
本
食
が
紹
介
さ
れ
、
味

噌
の
需
要
も
生
じ
て
い
た
。

金
光
味
噌
に
も
商
社
か
ら
、

有
機
無
農
薬
の
原
料
で

作
っ
た
味
噌
の
引
き
合
い

が
き
た
。

　

そ
れ
か
ら
40
年
余
り
。

輸
出
は
収
益
の
柱
に
な
っ

た
。
海
外
向
け
商
品
は
20

種
を
超
え
、
社
長
と
妻
の

奈
津
代
さ
ん
（
43
）
が
各

国
を
飛
び
回
る
。

　

国
ご
と
に
違
う
味
の
好

み
に
合
わ
せ
る
の
は
一
苦

労
だ
。
酸
味
の
あ
る
赤
み

そ
が
好
ま
れ
た
り
、
フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
の
み
そ
汁
を
砕

い
て
パ
ス
タ
に
か
け
た
り
。

「
日
本
人
に
は
理
解
し
難
い

の
で
す
が
」
と
金
光
社
長

は
苦
笑
い
す
る
。
１
０
０

品
を
試
作
し
て
、
商
品
化

で
き
る
の
は
１
品
ほ
ど
だ

と
い
う
。

　

金
光
味
噌
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

な
ど
国
内
外
の
有
機
無
農

薬
認
証
を
受
け
て
い
る
が
、

最
近
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
の
商
品
も
求
め
ら
れ
る
。

小
麦
や
大
豆
ア
レ
ル
ギ
ー

の
人
向
け
に
、
ホ
ワ
イ
ト

ソ
ル
ガ
ム
（
こ
う
り
ゃ
ん

の
一
種
）
を
原
料
と
し
た

味
噌
づ
く
り
に
挑
戦
中
。

山
口
県
の
企
業
が
栽
培
を

担
当
し
、
工
程
内
で
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
の

混
入
が
な
い
か
を
テ
ス
ト

し
て
い
る
。
こ
の
試
み
は

７
月
に
国
の
「
農
商
工
連

携
事
業
計
画
」
の
認
定
を

受
け
、
補
助
金
や
交
付
金

を
受
け
る
道
筋
が
つ
い
た
。

　

金
光
社
長
は
「
最
初
は

味
に
文
句
を
つ
け
た
海
外

の
顧
客
と
も
信
頼
の
土
台

が
固
ま
っ
た
。
人
と
の
つ

な
が
り
で
こ
こ
ま
で
来
ま

し
た
」
と
語
っ
た
。

（
島
ノ
江
正
範
）

金
光
味
噌
の
本
店
。
前
の
車
は
地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
所

有
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
＝
府
中
市
府
中
町
、
金
光
味
噌

提
供

金
光
味
噌
・
金
光
康
一
社
長

アメリカ向けの味噌を仕込んだ味噌樽（たる）
＝府中市出口町の金光味噌出口工場、金光味
噌提供

味噌のもととなる米こうじ
＝出口工場、金光味噌提供金光味噌の海外向け商品の一部

創
業
１
４
３
年
の
看
板
と
味
を
守
る

金
光
味
噌
の＂
決
断
＂と
海
外
戦
略

ひろしま経済ニュース
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写真の商品

　フタバ図書各店では、オリジナル商品
「カープ ジッパー型 イヤフォン」（1,890
円）を販売している。イヤフォンコードが
衣服などに絡まりにくいことから大人気の
シリーズ「muzip」のカープ坊やバージョ
ンで、コード部分をファスナー機能で１本
にまとめることができる。スマートフォンな
どでも利用が可能で、音質も高音質設計。
ファスナー部分にカープのロゴが入ってい
るほか、耳に差し込む部分の外側には、カー
プの「C」マークが刻印されているなどファ
ンにはうれしいデザイン。数量限定商品。
選手の応援歌をこれで聞いてみては。

　井村屋株式会社は、長期保存が可能で
手軽にカロリー補給ができるようかん「え
いようかん」（５本入・540 円）を発売し
ている。５年間の長期保存ができ、１本で
171kcal のエネルギー補給ができる。アレ
ルギー物質（特定原材料）を使用してい
ないため、アレルギーがある方にも安心だ。
アウトドアでも利用する人が多く、ファンの
間では商品をお湯に溶かして作るおしるこ
などのレシピも広まっている。また、女性
や子どもにもおいしく食べられる「チョコえ
いようかん」（５本入り・648 円）も。こ
ちらは、保存が３年で大豆を使用している。

　株式会社ますやみそは、「米と麦の合わ
せみそ仕立て わかめの味噌汁」（8 食入り・
オープン価格）を販売している。みそ業界
で、初めて特定保健用食品となった即席み
そ汁（生みそタイプ）で、食後の血糖値の
上昇を抑える「難消化性デキストリン」を
配合しているほか、同社の従来品と比べて
ナトリウムを 25％カット。お湯を注ぐだけ
で簡単に作ることができ、手軽に健康維持
に役立たせられる。食後の血糖値が気にな
る方や健康が気になる方へ、いつもの味噌
汁の代わりにいかが。※特保のみそ汁を飲
む際には、摂取上の注意を確認すること。

3名様

平成27年8月31日（必着）

フタバ図書株式会社　☎（082）294-0178

井村屋株式会社　☎（082）568-5770

株式会社ますやみそ　☎（0823）21-6643

株式会社ガリバープロダクツ　☎（082）240-0768

フタバ図書オリジナル商品
「カープ ジッパー型 イヤフォン」販売中

井村屋、備蓄・保存用食品
「えいようかん」を販売中

ますやみそ、みそ業界初（生みそタイプ）！
特定保健用食品の即席みそ汁販売

写真の商品を
セットで

10名様
招待券

写真の商品

　マルカ木工（広島市西区商工センター）
では、無垢材のテーブルやソファなど家
族が自然と囲みたくなるような、温かみ
のある木の家具が多数並んでいる。ナラ
やウォールナットなど、時間をかけて大き
く育った広葉樹を使っており、風合いが
良いだけでなく、丈夫で長年使用するこ
とも可能。「ともに暮らす道具でありなが
ら、友達のような存在であってほしい」と
の願いを込めて作られている。また、自
社製品に限り、表面を磨き直す “ 削り替
え ” も実施。この秋からのすてきな暮らし
の準備に、出掛けてみてはいかが。

　はつかいち文化ホールさくらぴあでは、
10 月３日（土）14：00 より「ブルーオー
ロラ サクソフォン・カルテット」を開催す
る。オーケストラとの共演も多数のサック
ス界の革命児・平野公崇さんを中心とし
て結成した「ブルーオーロラ」は、各世
代の才能を結集した最強サックス四重奏
団。プログラムは平野さんが編曲を手が
けた「主よ、人の望みの喜びよ（J.S. バッ
ハ）」や「赤とんぼ（山田耕筰）」、「日本
組曲（ホルスト）」などを予定している。
チケットは全席指定 3,500 円でチケット
ぴあやローソンチケットで発売中。

　広島競輪場は、ピーチズパワー杯最終
日の 9 月 20 日（日）11：00（受付 10：30）
より、競輪をやったことがない人や興味が
ある人を対象に「広島競輪初心者教室」
を開催する。「競輪について」や「車券の
買い方」をレクチャーするほか、普段は
見られない選手管理棟や検車場を見て回る

「バックヤードツアー」、最終レース（決勝）
の「バンク内観戦」を行う。定員は20人で、
参加費は無料（入場料50円は別途）。ホー
ムページの応募フォームや電話で申し込み
可能。参加者には選手が食べているもの
と同じメニューの弁当を提供する。

3組6名組

5名様

有限会社マルカ木工　☎（082）278-2344

はつかいち文化ホールさくらぴあ　☎（0829）20-0111

日本写真判定株式会社　☎（082）236-9961

9/26 市民公開講座 事務局　☎（082）228-0131
（広島朝日広告社内）

お気に入りの一点と出会う場所
マルカ木工、温かみのある木の家具店

はつかいち音楽祭「ブルーオーロラ
サクソフォン・カルテット」さくらぴあで開催

左記マークの入っている各社商品を、
ビジネス朝日読者へプレゼント!!

木で作った
鍋敷き

3名様

写真の商品

10名様 「広島競輪初心者教室」を開催
広島競輪場、参加者を募集中

オリジナル
タオル

5名様

写真の商品

5名様

　広島市中区医師会主催の市民公開講座
が 9 月 26 日（土）14：00 より広島県
民文化センターで開催される。精神科医
として臨床に携わる一方、テレビやラジオ
のコメンテーターとして活躍する名越康文
さんが「心が元気になる処方箋」をテー
マに講演を行う。入場無料、定員は 500
名。住所・氏名・年齢・電話番号を明記
し、往復はがき（宛先 広島市中区八丁
堀 11-28「9/26 市民公開講座」係）や
FAX（082-221-1718）、WEB で申し込
み。後日、聴講券を送付（応募多数の場合
は、抽選）。締め切りは９月 10 日（木）必着。

広島市中区医師会
名越康文さんの講演会を開催

　株式会社ガリバープロダクツは、子育
て情報誌「FunFANFun10 月号」を来月
１日（火）に発刊する。子連れで楽しむ
広島の「スポーツ応援」や、この時期か
ら楽しむのに最適な果物狩り、道の駅の
グルメなど「秋の食」を特集している。ま
た、8 月 30 日（日）には次号の表紙や
誌面を飾るモデルを募集する「キッズモデ
ルオーディション」を呉ポートピアパーク
で開催。プロのカメラマンが写真を撮影
し、参加者は誌面に全員掲載されるほか、
L 判の写真１枚を後日プレゼントする。１
冊 600 円（税込）、県内書店で販売。

FunFANFun10月号発売！
特集は、「スポーツの秋」「食の秋」

※画像は制作段階のものです

フタバ図書 マルカ木工

さくらぴあ

広島競輪場

インフォ広島

井村屋

ますやみそ

ガリバープロダクツ
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住　　所：広島市中区基町3-2　☎（082）223-2530
開館時間／9:00～17:00（入館は16:30まで）
休 館 日：会期中無休 （5F　モンブランショップ）

住　所：広島市中区胡町5-1　☎（082）242-6351
営業時間／10：30～19：30

入 館 料：一 般1,２00円、高大生９00円、小中生５00円

　
絵
画
作
品
の
魅
力
の
一つ
に
色

彩
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
色
彩
の
誕

生
の
場
と
な
る
の
が
パ
レ
ッ
ト
で

す
。
パ
レ
ッ
ト
の
上
で
絵
具
は
混

色
さ
れ
、
各
々
の
画
家
固
有
の
豊

か
な
色
彩
が
生
み
出
さ
れ
て
い
き

ま
す
。　

　
パ
レ
ッ
ト
は
制
作
に
使
用
す
る

も
の
で
あ
り
、
通
常
鑑
賞
す
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

茨
城
県
笠
間
市
の
笠
間
日
動
美

術
館
に
は
、
世
界
的
に
も
珍
し
い

と
い
わ
れ
る
パ
レ
ッ
ト
の
一
大
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
東
京
銀
座
に
あ

る
日
動
画
廊
の
創
業
者
・
長
谷

川
仁
氏
が
画
廊
創
業
40
周
年
に

　

お
気
に
入
り
の
文
具
は
気
分

を
明
る
く
し
、
仕
事
も
は
か
ど

り
ま
す
よ
ね
。
今
回
は
、
と
て

も
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
人
気
を
集

め
る
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
高
級
万
年
筆

「
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク 

ブ

ル
ー
ア
ワ
ー 

ド
ゥ
エ
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

代
表
作「
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ュ

テ
ュ
ッ
ク
」コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

登
場
し
た「
ブ
ル
ー
ア
ワ
ー
」の

コ
ン
セ
プ
ト
は「
光
」。”ブ
ル
ー
ア

ワ
ー
“と
よ
ば
れ
る
昼

と
夜
と
の
ち
ょ
う
ど

間
の
神
秘
的
な
時
間

か
ら
着
想
を
得
た
カ

ラ
ー
で
、
魅
惑
的
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
カ

ラ
ー
部
分
の
パ
タ
ー

ン
は
、
夜
の
道
路
の

光
が
交
錯
し
反
射
し

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。

六
角
形
の
模
様
が
施

さ
れ
、
都
会
的
に
洗

あ
た
る
１
９
６
７
年
、
長
年
親
交

を
温
め
た
画
家
た
ち
に
愛
用
の
パ

レ
ッ
ト
の
提
供
を
願
い
出
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
始
め
ら
れ
、
そ
の

後
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

本
展
で
は
、
笠
間
日
動
美
術

館
と
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
よ
り
、
ピ
カ
ソ
や
マ
テ
ィ

ス
と
い
っ
た
外
国
の
著
名
な
画
家

た
ち
や
梅
原
龍
三
郎
や
安
井
曾

太
郎
ら
日
本
洋
画
の
巨
匠
た
ち
の

パ
レ
ッ
ト
と
作
品
を
一
堂
に
展
示

し
、
制
作
の
ひ
み
つ
に
迫
り
ま
す
。

画
家
の
個
性
が
如
実
に
表
れ
た
パ

レ
ッ
ト
か
ら
、
画
家
た
ち
の
息
遣

い
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

練
さ
れ
た
美
し
さ
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
注
目
は
、
筆
記
の
際

に
目
に
入
る
、
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン

が
施
さ
れ
た
ペ
ン
先
。
こ
こ
に
刻

印
さ
れ
て
い
る
「
４
８
１
０
」
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
高
峰
の
山
・
モ
ン

ブ
ラ
ン
の
標
高
な
の
だ
と
か
。
な

ん
だ
か
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
す
ね
。

　

持
っ
て
い
る
だ
け
で
ス
マ
ー
ト

に
見
え
そ
う
な
、
万
年
筆
。
ぜ

ひ
手
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ひろしま美術館 広島三越

マイスターシュテュック ブルーアワー ドゥエ

あじのエスカベージュ

▲アンリ・マティス「窓辺に
すわる女」1919-20年

▶
ア
ン
リ
・
マ
ティ
ス
の
パ
レ
ッ
ト

▶
ラ
ウ
ル
・
デ
ュ
フィ
の

　
パ
レ
ッ
ト

暑さで食欲が落ちてしまう真夏にぴったりな
一品です。マリネ液がどの魚にもマッチする
ので、魚釣りで釣ったお魚を使うのもいいで
すね。ポイントは揚げた魚が熱い内にマリネ
液に漬けること。味がしっかり浸み込みます。

さっぱりオイシイ洋風南蛮漬け

監修／広島酔心調理製菓専門学校
レシピ・調理／玉澤雅宏（西洋料理実習教員）

品質の高さとデザインの美しさから、高級な万年筆の最高峰として多くの人の憧れを集めるモン
ブランの万年筆。世界中で、調印や契約の際の筆記用具に選ばれるステイタスある逸品です。

価格：136,080円（税込）

期間限定発売、トワイライトブルーの色調インク
「インクボトル」。価格は2,160円（税込）。

●
会
期
：
２
０
１
５
年
９
月
５
日
㈯
〜
10
月
18
日
㈰

【作り方】
❶あじは、水洗いしてぜいごを取り、三枚

おろしにして中骨を抜き、ふり塩をする。
❷たまねぎは、繊維に逆らって薄切りにする。

にんじんは、いちょう型に薄切りにする。
❸パプリカは、薄切りにする。トマトは、

1cm 角に切る。
❹鍋にオリーブオイル、２の野菜を入れて

中火にかける。野菜が煮えたら火を止め
て酢を加える。

❺４の中に塩、粒マスタード、砂糖、３の
野菜を入れて混ぜる。

❻１のあじは適度な大きさに切り、小麦粉
をまぶして 170℃の油で揚げる。

❼６の揚げたあじが熱いうちに、５の鍋に
漬ける。粗熱が取れたら、冷やして皿に
盛り付ける。

【材料】（（4人分）
あじ（大）…2尾、たまねぎ…1/2個、
にんじん…20g、パプリカ…40g、
トマト…1/2個、オリーブオイル（またはサラダオ
イル）…100ml、酢…大さじ4、塩…小さじ1、粒マス
タード…小さじ1、砂糖…大さじ3、小麦粉…適量

ふり塩で臭みや
余分な水分を
取り、旨味が引
き立ちます。

あじの中骨を丁寧に抜くことで
食べやすくなります。

油の泡が無
くなる程度
を目安にカ
リッと揚げま
しょう。

ひ
ろ
し
ま
美
術
館

　特別
展

画
家
と
愛
用
の
パ
レ
ッ
ト

巨
匠
た
ち
の
制
作
の
ひ
み
つ

▲ラウル・デュフィ「アスコッ
トの観覧席前のパドック」
1931年

http://www.suishin.ac.jp
Suishinオリジナルレシピ掲載中

広島酔心調理製菓専門学校

一般の方を対象にクッキン
グスタジオ料理教室を開
催中！詳し
くは学校
ホームペー
ジをご覧く
ださい。

▶

▶

招待券

ペア5組様

マイスターシュテュック ブルーアワー ドゥエ
※
す
べ
て
笠
間
日
動
美
術
館
蔵

入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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レ
ッ
ド
ス
パ
ー
ク
ス
入

団
５
年
目
と
な
る
新
井
麻

月
選
手
。
チ
ー
ム
の
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
２
年
目
を

迎
え
、
ま
す
ま
す
明
る
く

　

本
格
的
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
の
か
。
広
島
市
内

の
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
の
整
備
問
題
だ
。
７
月

22
日
の
湯
﨑
英
彦
知
事
ら

に
よ
る
ト
ッ
プ
会
談
で
、

候
補
地
と
し
て
広
島
み
な

と
公
園
（
広
島
市
南
区
宇

品
海
岸
１
丁
目
）が
優
位
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
が
建
設

さ
れ
れ
ば
、
Ｊ
リ
ー
グ
の

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の

本
拠
と
な
る
算
段
が
高
い
。

　

現
在
の
本
拠
・
エ
デ
ィ

オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
は

取
材
で
訪
れ
る
と
、
寂
し

く
思
う
こ
と
が
あ
る
。
観

客
の
少
な
さ
だ
。

　

今
季
の
第
１
ス
テ
ー
ジ

の
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
の
本

拠
の
入
場
者
数
は
、
１
試

合
平
均
１
万
４
９
８
６
人
。

Ｊ
１
18
ク
ラ
ブ
の
平
均

１
万
７
８
９
２
人
を
下
回

り
、
下
か
ら
８
番
目
の
入

場
者
数
だ
。

　

ひ
た
む
き
に
戦
う
姿
勢

が
見
え
な
い
ク
ラ
ブ
に
は

そ
ん
な
こ
と
は
思
わ
な
い
。

で
も
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

は
こ
の
数
年
、
毎
年
の
よ

う
に
上
位
を
争
っ
て
い
る
。

選
手
を
入
れ
替
え
な
が
ら
、

森
保
一
監
督
の
下
、
円
熟

期
に
向
か
っ
て
い
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
観
客
数
は

伸
び
な
い
。

　

理
由
の
一
端
は
、
や
は

り
、
エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
の
環
境
に
あ
る
と
思

う
。
広
島
駅
か
ら
も
、
広

島
空
港
か
ら
も
遠
い
。

　

今
季
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
試
合
後
の
会
見
。

森
保
監
督
の
こ
ん
な
趣
旨

の
発
言
が
あ
っ
た
。「（
大

勢
の
）
浦
和
サ
ポ
ー
タ
ー

の
つ
く
り
出
す
雰
囲
気
か

わ
か
ら
な
い
が
、
立
ち
上

が
り
う
ま
く
入
れ
な
か
っ

た
。
広
島
に
も
こ
う
い
う

（
た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
訪
れ
ら
れ
る
）
ス
タ
ジ

ア
ム
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
た
」。
新
ス
タ
ジ
ア
ム

を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と

だ
ろ
う
。
現
場
の
監
督
に

ま
で
言
わ
せ
て
い
い
の
か

と
思
っ
た
。

　

華
美
な
施
設
は
必
要
な

い
。
投
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
税
金
の
使

い
方
は
、
き
っ
ち
り
議
論

さ
れ
る
べ
き
だ
。
で
も
見

や
す
く
、
足
を
運
び
や
す

い
ス
タ
ジ
ア
ム
は
あ
っ
て

い
い
と
思
う
。
そ
れ
が
遠

隔
地
か
ら
の
観
客
も
招
き
、

広
島
と
い
う
地
域
を
よ
り

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
つ

な
が
る
と
思
う
。

パ
ワ
フ
ル
に
張
り
切
る
新

井
選
手
に
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

昨
年
は
ホ
ッ
ケ
ー
日
本

リ
ー
グ
、
全
日
本
社
会
人

　

今
年
の
５
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「Kipfel.

（
キ
プ

フ
ェ
ル
）」。
買
い
物
つ
い

で
に
立
ち
寄
れ
、
落
ち
着

け
る
よ
う
に
と
市
街
地
か

ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
お

店
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
は
モ
ー
ニ
ン
グ
、
11

時
か
ら
は
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
で
、
７
種
類
の
お

か
ず
を
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で

提
供
す
る
「
い
ろ
い
ろ
お

か
ず
の
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
」

（
１
２
０
０
円
）
は
一
つ
一

つ
丁
寧
に
作
ら
れ
た
ヘ
ル

シ
ー
な
お
か
ず
に
、
ス
ー

プ
、
パ
ン
ま
た
は
ラ
イ
ス

が
つ
い
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
満

点
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
週

替
わ
り
で
メ
ニ
ュ
ー
が
変

わ
る
た
め
、
何
度
で
も
楽

し
め
る
ラ
ン
チ
で
す
。
ま

た
、
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を

使
っ
た
ケ
ー
キ
〈
夏
季
は

か
き
氷
〉（
６
５
０
円
）
や

パ
フ
ェ
（
８
８
０
円
）
な

ど
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

子
連
れ
で
も
楽
し
め
る

よ
う
に
、
通
路
幅
を
広
く

設
け
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の

来
店
も
可
能
。
ま
た
、
壁

で
仕
切
ら
れ
た
隣
に
は
、

オ
ー
ナ
ー
の
妹
が
経
営
す

る
美
容
院
が
あ
り
、
あ
わ

せ
て
利
用
で
き
ま
す
。（
定

休
日
、
営
業
時
間
は
異
な

る
た
め
要
問
合
せ
）        

（
築
道
勇
輔
）

チ
ー
ム
』。「
今
年
か
ら
監

督
が
変
わ
り
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
は
監
督
の
指
示
で

動
い
て
い
た
部
分
も
多

か
っ
た
で
す
が
、
全
員
が

自
立
意
識
を
持
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
こ
と
。

　

頑
張
れ
、
新
井
選
手
！

応
援
し
て
い
ま
す
。

 （
藤
井
聡
美
）

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で

優
勝
を
果
た
し
た
チ
ー
ム
。

強
さ
の
秘
密
は
、
選
手
一

人
一
人
の
思
い
の
強
さ
に

あ
る
と
言
い
ま
す
。「
熱
い

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

年
齢
層
は
幅
広
い
で
す

が
、
そ
う
し
た
思
い
が
チ
ー

ム
と
し
て
の
ま
と
ま
り
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
新
井

選
手
。
仲
も
良
く
、
日
常

の
食
事
の
た
わ
い
の
な
い

話
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
る

そ
う
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
こ

と
が
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な

角
度
で
試
合
で
も
生
か
せ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

今
の
目
標
は
、『
自
分

た
ち
で
作
り
上
げ
て
い
く

新井 麻月（あらい まづき）選手

1988年11月28日生まれ・26歳
165cm　フォワード （FW）
大阪府出身

【一言メッセージ】
熱く応援してくれる人が多く、
うれしいです。この熱をもっと
共有し、ホッケーの魅力を広島
から発信したいです。

レ
ッ
ド
ス
パ
ー
ク
ス

Kipfel.

（
キ
プ
フ
ェ
ル
）

お
し
ゃ
れ
で
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
空
間

休
日
に
出
か
け
た
く
な
る
お
店

キ
ャ
プ
テ
ン
２
年
目
、

熱
い
思
い
が
チ
ー
ム
の
原
動
力

週替わりランチ
「いろいろおかずのランチプレート」

営業時間／8：30～18：00（L.O.17:20）
☎（082）241-0078　
定休日：日曜日・祝日
住　所：広島市中区国泰寺町 1-10-20　
　　　   下田ハイツ 1B 

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
行
方
は

朝日新聞スポーツ部
広島駐在
堤之　剛

問い
合わせ先

第76回全日本
女子ホッケー選手権大会

会場：広島広域公園第二球技場
＜グループリーグ＞
11/13（金）～11/15（日）
＜決勝トーナメント＞
11/22（日）～11/23（月・祝）

コカコーラウエスト レッドスパークス

今後の広島での試合

レッドスパークス
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　――広島は二度目の赴任と
お聞きしました。
　1997 年から 3 年、営業部
長でした。当時、県内 2 支社
の統合があり、全国約 100 支
社のなかでも有数の規模にな
りました。生保の経営破綻（は
たん）が相次ぎ、転換期のな
かでの統合でした。今は、年金・
介護・医療分野でも、適切な
商品を提供することに力を入
れています。
　――「DNA」と名付けた営
業活動を展開しているとか。
　既存のお客様を訪問して、
入院・通院歴などを確認、コ
ンサルティングを強める「ご
契約内容確認活動」を進めて
います。こうした活動を通し
て信頼を得る。これこそが当
社の DNA ではないか、と力説
している。ある職員が「誰に
でも・納得される・アドバイ
スの略」と後付けしてくれま
した。
　管内には大崎上島や江田島

　――どんな活動をしている
団体ですか。
　国際協力や平和教育、平和
文化交流などの活動に取り組
んでいます。原爆の被害に遭
い、復興した「ヒロシマ」の
経験を生かし、世界の平和、
一人ひとりの平和をつくりた
いと考え、活動を始めてから
今年で 27 年目に入ります。
　「ANT」（アント）はアリを
意味します。一人ひとりの力
は小さいけれど、集まって力
を合わせれば何かができます。
今後も人と人との信頼の絆を
ベースに、いろんな活動を続
けたいと思います。
　――その一つが「サダコの
絵本プロジェクト」ですね。
　絵本「おりづるの旅」（原爆
の影響で 12 歳で亡くなった
佐々木禎子さんを題材にした
作品）を 20 カ国語に翻訳し
て、世界にヒロシマのメッセー
ジを伝えています。これまで
に 1800 冊を超える絵本をア

にも営業拠点がある。島部に拠
点があるのは、当社ぐらいでは
ないでしょうか。地域に密着し
た活動を進めていきます。
　――生保は資産運用も重要
な収益源です。
　広島・八丁堀で、広島電鉄
所有ビルと当社所有ビルを共
同で建て替え、18 年には地上
17 階、ワンフロア 1 千平方
㍍規模の新ビルが完成します。
首都圏の企業からは、最新の
セキュリティーや耐震性に注
目いただいています。最近は
女性の視点を重視する会社も
多い。トイレがきれい、とい
うのも決め手の一つになる。
テナント集めには、さほど苦
労はしないと思います。
　――リフレッシュ方法は。
　空を見上げて、もの思いに
ふけることですか。料理をす
ることも好きです。ミートソー
ススパゲティとか野菜カレー
とか。苦になりません。

（聞き手・児玉哲明）

フガニスタンやネパールなど
の国々に届けました。
　絵本では悲惨さと希望の両
面が描かれ、紛争地や災害の
被災地で苦しんでいる人を勇
気づけています。活動を通じ
て絵本の力、そしてヒロシマ
の力を再認識しています。
　――活動は多くの人の善意
で成り立っています。
　みなさんからのボランティ
アの協力や資金的な支えがな
いと活動は続きません。活動
の報告や予定は月２回、メー
ルマガジンでお知らせし、応
援してくださる会員を募って
います。学生のインターンシッ
プも受け入れています。
　――リフレッシュ法は。
　月に１回、大好きな宮島に
行きます。神社仏閣にお参り
しながら、新たなエネルギー
をもらっています。みんなで
一緒にご飯を食べることも、
パワーの源になっています。

（聞き手・日比真）

「DNA」活動通じ
地域密着のコンサル強化
年金・医療分野にも

ヒロシマの経験生かし
市民の支えで息長く活動
力合わせて平和を目指す

日本生命広島支社長 NPO法人「ANT-Hiroshima」理事長

田
た 　 な か

中　和
か ず 　 ゆ き

之さん（57歳） 渡
わ た  な べ

部　朋
と も  こ

子さん（61歳）
〈プロフィール〉福岡県出身。東京理科大卒。
1981 年に日本生命入社後は、主に営業畑
を歩み、大宮支社、東京ベイエリア支社、
名古屋支社の支社長を経て、2013 年から
現職。

〈プロフィール〉広島市生まれ。法律事務所
で事務局長として勤務する傍ら、1989 年
にアジアの友と手をつなぐ広島市民の会（後
の ANT）を設立。NPO 法人化した 2007
年から現職。広島平和文化センター理事も
務める。

発行日：毎月第3木曜日Vol.22


